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＜連絡事項＞

・喫煙室前の扉の修理は完了しています。

・喫煙室の中にあるベンチ椅子は修理が出来ないとの事です。

＜患者様連絡事項＞

・晴山　長司様～排便コントロールの為、シンラック1本処方となっています｡また、尿検査の為、早朝尿を取るようにと指示あります。

・種本　福松様～本日、採血行う予定でしたが「牛乳を飲んでしまったから明日にする。」と話し採血拒否された為、明日の朝採血行ってください。また、尿検査の為、早朝尿を取るように指示あります。検尿カップは本人が持っています｡

・畑中　徹様～アルコール依存症　作業　Ｂグループ　　主治医　田名部Ｄｒ

　　　　　　　本日療養環境変更の為、午前10：10　東Ｂユニットから西Ａユニットへ移動しています。

　　　　　　　顔の肌が荒れている事からアンホリル軟膏処方となりスタッフ預かりとなっています。1日2回　　9：00　・　21：00　に行って下さい。

・上野　千奈津様～本人より外泊希望あり、主治医から許可が出ています｡

　　　　　　　　　17日(日)　13：30～　18日(月)　17：30までとなっています｡

＜担送・護送検討＞

・晴山　長司様～足のしびれや歩行の不安定さ見られる事から担送はどうか検討しています。

＜Ｄｒ安ヶ平担当患者様診察状況＞

・中川原　義雄様～日中の眠気強いとの訴えあり、炭酸リチウム血中濃度高値の為次回定期から減薬予定との事です。その後も日中の眠気強いようであれば、抗精神病薬調整検討するとの事です｡現在は、気分の高揚さもなく落ち着いた様子見られています｡日中の様子や夜間の睡眠状況の観察を行っていきましょう｡

・石切　久様～夜間何度も中途覚醒する事、日中眠気が強い事訴えある事から睡眠薬変薬予定とし、来週から定期に追加する予定です｡夜間の睡眠状況の観察を行っていきましょう。

・中村　マス様～血中濃度高値である事から、おやつ等の間食の際には、一度に大量のおやつを食べる事のない様に摂取の仕方等の観察をして行きましょう｡

・蝦夷森　重男様～現在体重71㎏ですが、主治医よりあと－5㎏を目標にしてやせるようにとの指示あります。夕方からの運動を促して行きましょう｡

・市川　真紀子様～本人希望によりセロクエル　1Ｔ減薬となっています｡「私は大統領の血統で、母はダイアナ妃なんです。」等、妄想発言聞かれています｡今後も妄想に左右された言動がないか観察していきましょう。

・出河　攻様～血圧が徐々に安定してきています。今後も血圧の観察を行なっていくようにしましょう。

・菅井　浩子様～16・17日の外泊は主治医より許可が出ています｡

最近は、排便の際胸のギリギリする感じはおさまってきたと話されています｡今後も不調の訴えないか観察を行っていきましょう。

＜検査報告＞

・木村　格治様～バウムテスト・風景構成法を行なっています。検査態度は落ち着いているが、情緒面では不安定な面があり自己主張が強い面も伺える。自分の事を周りに知ってほしいという欲求があるが、うまく伝える事ができずにいる様子｡要求水準は高いが、達成するまで継続する力がやや乏しい事が伺える。仕事への意欲も感じられるが退院への焦りもあると考えられる｡出来ている事や意欲がある事を評価する事は望ましいが、思いついた事は、よくそれを吟味する事無く行動に移す事がある。しかし、自分の行動を振り返ることができる為、そのような事があった場合には振り返りを促す事が望ましい。

・松村　茂治様～ＷＡＩＳ-Ｒ・言語性検査・動作性検査を行っています｡言語性ＩＱと動作性ＩＱの有意な差があり、「組み合わせ」の評価点の低さが動作性ＩＱの低下に影響していると考えられる｡全体を把握しつつ、部分を検討していくという2つの作業を効率よく行なう事が苦手であると考えられる｡検査態度から、試行錯誤し、課題を解決する事は難しいと考えられるが、集中力は持続する。プログラムでは、本人のレベルに合わせ、達成感を得る事が出来、集中できる事を提供していく事が望ましい｡簡単な言葉を用いる事で理解する事が出来ている｡時折、「退院したい。」と話す事あるが、入院した経緯について振り返って頂くように関わることが望ましい｡

＜青山荘入所検討会＞

・蛯名　勝幸様　(40)　躁うつ病　任意入院　主治医：猪股Ｄｒ　西Ａユニット

入院日：Ｈ11・7・21

(症状)

・以前は入れ墨・車の見積書の依頼・電話回数が頻回になる。

(ここ1年間)

・外泊中に知らない所へ電話をし、3万円の電話請求があった。

・大きな症状の変化はみられない。

・意欲が低下していると、自室で臥床し過ごす事が多い。

(現在)

・プログラム、日課、作業は自発的に参加。

・話し相手がいないと自室にひきこもる。

(服薬)

・自己管理

(食事)

・食べ過ぎ(間食)に注意。

(外泊中の様子)

・寝てばかりいる。

・車の洗車、ワックスがけ

(家族関係)

・妻は面倒を見たくない。

・息子は、面会・外泊・外出時に最後まで付き添っている｡

・年金受給用件なし

・手帳2級

(自宅での再発要因)

・自宅に誰もいない事。

・青山荘入所目的は不明確であるが、本人は家事習得・生活リズムの確立をして将来は働きたいと話しています｡

